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DioVISTA/Flood 演習 
浸水想定区域図の作成 
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演習 

1. 起動と地図の操作 

2. 操作に慣れる： 2004年福井水害の再現 

3. 実践する：鶴見川の解析 
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DioVISTA/Flood 

• 内容物  

a.  HDD (USB) 

b.  ライセンスキー（USB） 
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(b) ライセンス
キー 

(a) HDD (UDB) 

a.およびb.をUSBポートに接続します 
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講義資料の確認 
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この講義資料は 
デスクトップにあります 
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DioVISTAの起動(1) 
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[DioVISTA64- ショートカット] 
をクリック 
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DioVISTAの起動(2) 
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DioVISTAが 
起動しました 
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地図の操作(1) 

• スクロール 

– ドラッグします 
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ドラッグ 

移動 
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地図の操作(2) 

• ズームイン/アウト 

– ホイールをスクロールし
ます 
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スクロール 

拡大 
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地図の操作(3) 

• 視線上下 

– 右図のボタンをクリック
します 
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見上げる視点 

クリック 
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地図の操作(4) 

• 視点のリセット 

– 右図のリセットボタンを
クリックします 
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視点リセット 

クリック 
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地図の操作(5) 

• 地図の選択 

– [表示]-[ラスタ地図] 
• 地形図 

• 地理院地図(標準地図) 

• 地理院地図(オルソ画像) 

• 地理院地図(白地図) 

• 地理院地図(色別標高図) 

11 ※地理院地図（各種）はインターネットへの接続が必要です。 
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地図の種類(1) 
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NASAの衛星画像 地形図 

国土地理院 数値地図25000（地図画像） 
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地図の種類(2) 
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地理院地図(オルソ画像) 地理院地図(標準地図) 

地理院地図(白地図) 地理院地図(色別標高図) 
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地図の操作(6) 

• 地形の選択 

– [表示]-[地形表示] 
• なし 

• 50m 

• 25m 

• 10m 

• 5m 

• 1m 

14 インポートされていない地形データを選択した場合、表示されません。 
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地図の操作(7) 

• 地形の高さ強調 

– ツールバー[高さ強調] 
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10倍強調 5倍強調 

1倍強調 
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演習 

1. 起動と地図の操作 

2. 操作に慣れる： 2004年福井水害の再現 

– 盛土・カルバートの作製 

– 地盤高の編集 

– 25mメッシュの氾濫計算 

3. 実践する：鶴見川の解析 
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データの格納場所 
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2. ドキュメント 

データの格納場所： 
C:¥Users¥DioVISTA¥Documents¥sample 

1. クイックアクセス 
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データの格納場所 
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sample 

データの格納場所： 
C:¥Users¥DioVISTA¥Documents¥sample 
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データの格納場所 
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データの格納場所： 
C:¥Users¥DioVISTA¥Documents¥sample 
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KMLの読み込み 

20 

ファイル[福井市足羽川左岸における平成16年福井豪雨の浸水被害.kmz]を指定します 

1. ファイル  
> KMLファイルを開く 

KMZファイルの浸水域は下記文献をもとに作成した 
山本,福井市足羽川左岸における平成16年福井豪雨の浸水被害, 自然災害科学,  Vol. 26, No. 1, pp. 41-53, 2007  

2. ファイル [福井市足羽川
….kmz]を開きます 
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地図の切り替え 

21 

表示 > 地形図 
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破堤箇所に移動 
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[破堤区間]を 
ダブルクリック 



© Hitachi Power Solutions Co., Ltd. 2015. All rights reserved. 

破堤箇所を設定(1) 
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2. [流量]を右クリック 
> [流量の新規作成] 

1. [プロジェクト]を
選択 
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破堤箇所を設定(2) 
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破堤区間を指定 
（Enterキーで確定） 
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破堤箇所を設定(3) 
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[流量  (設定済み) … ]
をクリック 
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破堤箇所を設定(4) 
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1. [インポート]を選択 
現在の設定値を破棄しますか > はい 
ファイル[福井_破堤流量.csv]を選択 

CSVファイルは下記文献をもとに作成した: 福井県, 足羽川洪水災害調査対策検討報告書, 平成17年3月 
山口, 岩村, 2004年足羽川洪水事例による氾濫シミュレーションの精度検証, 土木学会 年次学術講演会講演概要集, 2006 

2. OKを押す 
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カルバートを設定(1) 
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2. [暗渠]を 
ダブルクリック 

1. [オブジェクト]を
選択 
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カルバートを設定(2) 
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2. [カルバート]を右クリック 
> [カルバートの新規作成] 

1. [プロジェクト]を
選択 
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カルバートを設定(3) 
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カルバートの両端を指定 
（Enterキーで確定） 



© Hitachi Power Solutions Co., Ltd. 2015. All rights reserved. 

カルバートを設定(4) 
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カルバート幅(m)を 
3にする 
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盛土を設定(1) 
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2. [盛土]を 
ダブルクリック 

1. [オブジェクト]を
選択 
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盛土を設定(2) 
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2. [盛土]を右クリック 
> [盛土の新規作成] 

1. [プロジェクト]を
選択 
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盛土を設定(3) 
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盛土を線分として指定 
（Enterキーで確定） 
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氾濫解析(1) 
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1. [シミュレーション開始]
を選択 

2. [保存]を選択 
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氾濫解析(2) 

35 
2. [開始]を選択 

1. 計算メッシュサイズ[25m]を選択 
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氾濫解析(3) 
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14時間ほど計算したら 
[シミュレーション終了]を選択 

ここは現地調査の
範囲外 

浸水域が現地調査
とよく一致した 
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地盤高の編集(1) 
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[計算領域]を右クリック 
> [計算領域の新規作成] 
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地盤高の編集(2) 
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2.メッシュサイズ[25m]を選択 
[OK]を押す 

1. 適当な領域を矩形で指定 
（Enterキーで確定） 



© Hitachi Power Solutions Co., Ltd. 2015. All rights reserved. 

地盤高の編集(3) 
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[25m]を右クリック 
> [地形を追加] 
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地盤高の編集(4) 
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1. [地形]を右クリック 
> [値の編集] 
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地盤高の編集(5) 
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編集したいエリアを 
矩形で指定 
（Enterキーで確定） 
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地盤高の編集(6) 

42 

地盤高データが 
表示される 

下の表で選択されたセルが
地図上で強調表示される 
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演習 

1. 起動と地図の操作 

2. 操作に慣れる： 2004年福井水害の再現 

3. 実践する：鶴見川の解析 

– 河道データの取り込み 

– 破堤条件の設定 

– 25mメッシュの氾濫計算 

– 包絡図の作成 

– ガイドラインに準拠した納品物の作製 

43 
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河川データの取り込み(1) 
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2. [河川]を右クリック 
> [河川縦横断データのインポート] 

1. [ファイル] > [新しいプロジェクト] 
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河川データの取り込み(2) 

45 

フォルダ[data¥定期縦横断CSV¥早淵川] 
を選択 

「河川定期縦横断データ作成ガイドライン」に準拠した横断データおよび距離標データに対応しています。 
http://www.mlit.go.jp/river/shishin_guideline/kasen/gis/pdf_docs/juoudan/guideline0805.pdf  

http://www.mlit.go.jp/river/shishin_guideline/kasen/gis/pdf_docs/juoudan/guideline0805.pdf
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河川データの取り込み(3) 
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河道データが 
インポートされました 

[早淵川]を右クリック 
> [断面図表示] 
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河川データの取り込み(4) 

47 

横断図、縦断図が 
表示されます 

[早淵川]を右クリック 
> [縦断図の編集] 
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河川データの編集(1) 

48 

縦断図を 
編集できます 

確認したら
[閉じる] 
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河川データの編集(2) 
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[早淵川]を右クリック 
> [横断線] 
> [横断図の編集] 
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河川データの編集(3) 
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横断図を 
編集できます 

確認したら
[閉じる] 
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河川データの取り込み 

51 
同様の手順で、鶴見川、矢上川を取り込みます。 

鶴見川
（本川） 

早淵川
（支川） 

矢上川
（支川） 
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河川の合流の設定(1) 
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[鶴見川]を右クリック 
> [合流の設定] 
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河川の合流の設定(2) 

53 

1. 早淵川の左岸線（青線）
をクリック 

2. 鶴見川の合流点の左岸線
（青線）をクリック 
（Enterキーで確定） 早淵川が、鶴見川の左岸から流入するため、 

早淵川の左岸と鶴見川の左岸を接続させます。 
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河川の合流の設定(3) 

54 
同様の手順で、鶴見川・矢上川を合流させます。 

鶴見川
（本川） 

早淵川
（支川） 

矢上川
（支川） 
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上流端流量の設定 

55 

1. [早淵川] 
> [上流端流量  (設定済み) … ]
をクリック 

2. [インポート]を選択 
現在の設定値を破棄しますか > はい 
ファイル[data¥境界条件¥上流端流量
¥早淵川上流端.csv]を選択 

同様の手順で、鶴見川および矢上川の 
上流端流量を指定します。 

3. OKを押す 
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下流端水位の設定 

56 

1. [鶴見川] 
> [下流端水位  (設定済み) … ]
をクリック 

2. [インポート]を選択 
ファイル[data¥境界条件¥下流端水位
¥鶴見川下流端.csv]を選択 

3. OKを押す 
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横流入量の設定(1) 
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鶴見川
（本川） 

鳥山川
（支川） 

鳥山川合流点に移動 

鳥山川からの流
入を、横流入量
で表現します。 
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横流入量の設定(2) 
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[鶴見川] 
> [新規作成] 
> [横流入量の新規作成] 
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横流入量の設定(3) 

59 

鳥山川と鶴見川の合流地点を 
クリック 
（Enterキーで確定） 
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横流入量の設定(4) 

60 

2. [インポート]を選択 
ファイル[data¥境界条件¥上流端流量
¥鳥山川上流端.csv]を選択 1. [流入量（未設定）…]を

クリック 

3. OKを押す 
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遊水地の設定(1) 

61 

鶴見川多目的遊
水地を作ります 

2. [高さ強調]5倍 

1. 鶴見川多目的遊
水地に移動 
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遊水地の設定(2) 
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[遊水地]を右クリック 
> [遊水地の新規作成] 
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遊水地の設定(3) 

63 

鶴見川多目的遊水地の 
形状を指定 
（Enterキーで確定） 
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遊水地の設定(4) 

64 

総貯水量(m3): 3600000 
  （36のあと0が5個） 
面積(m2): 800000 
 （8のあと0が5個） 
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遊水地の設定(5) 

65 

[鶴見川] 
> [新規作成] 
> [越流堤の新規作成] 
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遊水地の設定(6) 

66 

1.  14.7KPから下流方向
に450m敷設 
（Enterキーで確定） 

2.  [排水上限水位]=10.8 
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遊水地の設定(7) 

67 

[遊水地1] 
> [越流堤との接続を追加] 



© Hitachi Power Solutions Co., Ltd. 2015. All rights reserved. 

遊水地の設定(8) 
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越流堤を選択 
（Enterキーで確定） 
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遊水地の設定(9) 

69 

1. [鶴見川] 
> [仮想壁（未設定）] 

2.  値を指定 
[右側]にチェック 
[区間開始KP(m)]=14200.0 
[区間終了KP(m)]=14800.0 

3. OKを押す 
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破堤点を指定(1) 

70 

5.8KP（末吉橋基準点）の 
左岸と右岸を破堤させます 

KPID5.800に移動 
（末吉橋の付近） 
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破堤点を指定(2) 

71 

[鶴見川] 
> [新規作成] 
> [破堤箇所の新規作成] 
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破堤点を指定(3) 
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KPID5.800左岸（青線）をクリック 
（Enterキーで確定） 
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破堤点を指定(4) 

73 

距離(m): 5800 
破堤水位: 3.82* 
氾濫原の地盤高を使用する（逆流許可）: True 
逆破堤: False 

*右岸の場合: 3.79 
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破堤点を指定(5) 
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1. [破堤幅(m) （設定済み）…] 
をクリック 

2. 値を入力 
0, 42.8 
3600, 85.5 

3. OKを押す 
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破堤点を指定(6) 
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1. [破堤敷高]をクリック 

2. 値を入力 
0, 3.82* 

*右岸の場合: 3.70 

3. OKを押す 
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破堤点を指定(7) 

76 

同様の手順で、KPID5.800右岸にも破堤点を設定します。 
ただし、右岸の破堤点は無効にします。 

KPID5.800右岸に破堤点を設置後、 
[鶴見川] > [破堤箇所2] を右クリック 
[有効]のチェックを外す 
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プロジェクトの設定 

77 

[プロジェクト]をクリック 

[海/河川を除外する]=True 
[氾濫方程式]=マニュアル第4版準拠 
[河川・氾濫原の接続]=河岸線を使う 
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氾濫解析(1) 
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1. [シミュレーション開始]
を選択 

2. [保存]を選択 
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氾濫解析の実施 

79 

1. 計算時間: 24時間 

4. [開始]を押す 

3. ログファイル名: L58 
（右岸の場合R58） 

2. 計算メッシュサイズ: 25m 
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計算結果（左岸） 

80 

同様の手順で、KPID5.800右岸の破堤点についても氾濫解析を
実施します。ただし、 KPID5.800左岸の破堤点を無効にします。 
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計算結果（右岸） 

81 
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包絡図の作製(1) 

82 

[洪水シミュレーション] 
> [最大浸水深] 
> [複数ケースの結果を解析] 
> [設定] 
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包絡図の作製(2) 

83 

1. [追加]で先ほどの結果 
（ L58 , R58）を指定する 

2. OKを押す 
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包絡図の作製(3) 

84 

包絡図が表示
されました 
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納品物の作製(1) 

85 

[洪水シミュレーション] 
> [エクスポート] 
> [最大包絡のエクスポート] 
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納品物の作製(2) 

86 

1. [追加]で先ほどの結果 
（ L58 , R58）を指定する 

2. エクスポート
を押す 
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納品物の確認 

87 

作成したNetCDFファイルを
DioVISTA/Stormで 

確認できます 


